
２－１ピット写真

撮影：2013年9月

観察面

調査位置図

2.2.1.4 ２－１ピット （２－１ピット 写真）
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観察面スケッチ

凡 例

条線方向

条線の例（2-1ピット北面）※

N9W64W，80R （平均値）

1 cm

凡例

条線観察位置

条線の例（2-1ピット南面）※

N3W59W，82R（平均値）

条線の例（2-1ピット底盤）※

N5E64W，77L （平均値）

1 cm 1 cm

※上盤側から観察

2.2.1.4 ２－１ピット （２－１ピット 条線観察結果（その１））
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2.2.1.4 ２－１ピット （２－１ピット 条線観察結果（その２））
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1m

断層面
（最新活動面）

断層面

凡例

研磨片CT画像

5 cm

a) b)

c)

断層面（最新活動面）

d)

a)

c)
d)

湾曲及び凹凸が少なく，不連続
部が認められない

試料の加工範囲

b)

W
↑

試料採取時画像

研磨片写真

湾曲及び凹凸が少なく不
連続部が認められない

5 cm

→E
↑
上

断層面（最新活動面）

断層面（最新活動面）

断層面（最新活動面）

断層面（最新活動面）

2.2.1.4 ２－１ピット （２－１ピット ブロックサンプル及びＣＴ画像）
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2.2.5 西側ピット

2-59



• Ｄ－１トレンチ西側ピットの北部拡幅部では，Ｋ断層は③層を変位させ，ピット内においてN－S～NNW－SSE方向の断層に屈曲して走向を変えている。
• 屈曲部から南方へ分岐するN－S方向の断層は，③層に変位・変形を与えていない。

調査位置図

観察面

現場確認：2013年11月

①f:N19°W72°W（直線的でシャープ）
②f:N52°W63°SW
③f:N15°W71°W
④f:N19°W72°W（シャープ）
⑤f:N45°W52°SW
⑥ f:N41°W48°SW

f:N41°W66°SW
⑦f:N15°W44°W
⑧f:N41°W48°SW
⑨f:N37°W62°SW
⑩f:N25°W80°W
⑪f:N21°W48°W
⑫f:N11°W80°W
⑬f:N37°W34°SW
⑭b:N37°W38°E
⑮f:N3° E71°W条線のレイク角8R
⑯f:N2° E82°W条線のレイク角5L

f:せん断面
b:層理面

盛土

凡例

2.2.1.5 西側ピット （西側ピット スケッチ）
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2.2.6 １－１ピット
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